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感染症発生動向調査委員会報告 1月 
   

 

 全数把握疾患  

 

＜細菌性赤痢＞ 

1件のflexneri（B群）の報告がありました。インドネシアでの経口感染が推定されています。 

＜腸管出血性大腸菌感染症＞ 

1件（無症状病原体保有者O157 VT2）の報告がありました。職場の定期検便で明らかになりましたが、

周囲の有症状者や感染者はいませんでした。 

＜腸チフス＞ 

1件の報告がありました。ミャンマーでの感染が推定されています。最近の国内報告例のほとんどはア

ジア諸国等の海外からの輸入事例で、海外旅行が日常化したことにより増加傾向にあります。 

＜デング熱＞ 

1件の報告がありました。渡航先（カンボジア）での、蚊からの感染が推定されています。近年、日本で

は年間発生数が増加傾向にありますが、すべて日本国外（アジア諸国等）での感染です。 

＜レジオネラ症＞ 

1件の肺炎型の報告がありました。感染原因は現在調査中です。 

＜レプトスピラ症＞ 

   1件の報告がありました。国内での水系感染が推定されていますが、詳細な感染経路は現在調査中で

す。レプトスピラ症は、病原性レプトスピラの保菌動物（ネズミ等）の尿で汚染された環境での労働やレジ

ャーの他、保菌動物の尿や血液に直接触れる可能性のある労働などでの感染が報告されています。 

＜アメーバ赤痢＞ 

   腸管アメーバ症3件の報告がありました。うち2件は国内での感染が推定され、そのうち1件は性的接触

による感染、もう1件は感染経路不明でした。残るもう1件は感染経路感染地域等不明でした。 

＜急性脳炎＞ 

   40歳代の報告が1件ありました。病原体、原因等不明です。 

＜後天性免疫不全症候群（HIV感染症を含む）＞ 

   1件の無症状病原体保有者の報告がありました。国内での同性間性的接触による感染が推定されて

います。 

＜梅毒＞ 

   1件の早期顕症梅毒Ⅰ期の報告があり、国内での同性間性的接触による感染が推定されています。 

＜風しん＞ 

   13件（男性10件、女性3件）の報告がありました。依然として男性の報告が多い状況ですが、女性（す

べて50歳代）の3件はいずれも予防接種歴が確認できませんでした。現在、東京都を中心とした関東地

方や、大阪府などの関西地方などで流行が継続しており、横浜市でも報告が続いています。先天性風し

ん症候群予防のため、風しん予防接種の記録がない、あるいは、風しんHI 抗体が陰性または低抗体価

の女性は予防接種を受けることが強く勧められています※。さらに、今回の流行の中心は、予防接種歴

が無い、あるいは不明の20～40歳代男性であるため、流行の抑制には男性の予防接種も重要です。 

※風疹流行および先天性風疹症候群の発生抑制に関する緊急提言 

http://idsc.nih.go.jp/disease/rubella/rec200408rev3.pdf 

◆横浜市感染症臨時情報：http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/idsc/rinji/ 

≪今月のトピックス≫ 

 インフルエンザ警報が発令されました。 

 風しんの流行が継続しています。 

 マイコプラズマ肺炎の報告数が多い状況が続いています。 
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２ 病原体定点からの情報 

市内の病原体定点は、小児科定点：9か所、インフルエンザ（内科）定点：3か所、眼科定点：1か所、基幹

（病院）定点：4か所の計17か所を設定しています。 

検体採取は、小児科定点とインフルエンザ定点では定期的に行っており、小児科定点は9か所を2グル

ープに分けて毎週1グループで実施しています。また、インフルエンザ定点では特に冬季のインフルエンザ

流行時に実施しています。 

眼科と基幹定点では、検体採取は対象疾患の患者から検体を採取できたときにのみ行っています。 

 

＜ウイルス検査＞ 

1月に病原体定点から搬入された検体は、小児科定点52件（鼻咽頭ぬぐい液49件、ふん便吐物3件）、

内科定点16件（鼻咽頭ぬぐい液15件、吐物1件）、眼科定点2件（眼脂）、基幹定点14件（鼻咽頭ぬぐい液7

件、ふん便1件、髄液6件）でした。患者の臨床症状別内訳は、小児科定点はインフルエンザ27人、気道炎

18人、胃腸炎3人、発疹症2人、流行性耳下腺炎、口内炎各1人、内科定点はインフルエンザ13人、気道炎

2人、胃腸炎1人、眼科定点は流行性角膜炎2人、基幹定点はインフルエンザ6人、無菌性髄膜炎4人、脳

炎、肝炎各1人でした。 

2月7日現在、小児科定点のインフルエンザ患者9人と気道炎患者1人からインフルエンザウイルスAH3

（以下Inf-AH3）型、インフルエンザ患者1人からインフルエンザウイルスAH1ｐｄｍ09型、気道炎患者4人か

らアデノウイルス（1型、2型、4型と6型、各1人）、内科定点のインフルエンザ患者3人からInf-AH3型、基幹

定点のインフルエンザ患者1人からInf-AH3型が分離されています。 

これ以外に遺伝子検査では、小児科定点のインフルエンザ患者15人と気道炎患者1人からInf-AH3型、

気道炎患者4人からRSウイルスとヒトコロナウイルス（各2人）、口内炎患者1人からコクサッキーウイルスA6型、

内科定点のインフルエンザ患者9人からInf-AH3型、基幹定点のインフルエンザ患者4人からInf-AH3型、

無菌性髄膜炎患者2人からアデノウイルス（型未同定）とコクサッキーウイルスA6型（各1人）の遺伝子が検

出されています。 

その他の検体は引き続き検査中です。 

【 検査研究課 ウイルス担当 】 

 

＜細菌検査＞ 

1月の感染性胃腸炎関係の受付は、 基幹定点から9件、定点以外の医療機関等からは1件あり、赤痢菌、

腸管出血性大腸菌（O157:H7,VT2）、チフス菌が検出されました。 

溶血性レンサ球菌咽頭炎の検体受付は小児科定点から3件で、A群溶血性レンサ球菌が検出されまし

た。 

（次ページに表）
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表 感染症発生動向調査における病原体検査（1月） 

感染性胃腸炎 

 検査年月 1月 2013年1月 

 定点の区別 小児科 基幹 その他* 小児科 基幹 その他*

 件 数 1 9 1 1 9 1 

 菌種名    

 赤痢菌  1  1 

 腸管出血性大腸菌   1 1 

 チフス菌  2  2 

 不検出 1 6 0 1 6 0 

その他の感染症 

 検査年月 1月 2013年1月 

 定点の区別 小児科 基幹 その他* 小児科 基幹 その他*

 件 数 3 4 8 3 4 8 

 菌種名       

 A群溶血性レンサ球菌 T１  1   1  

  T6 1   1   

  T4 1   1   

  T B3264 1   1   

 メチシリン耐性黄色ブドウ球菌  1   1  

 インフルエンザ菌   1   1 

 肺炎球菌  2   2  

 Neisseria meningitidis   2   2 

 結核菌   5   5 

 不検出 0 0 0 0 0 0 

＊：定点以外医療機関等（届出疾病の検査依頼） 

T（T型別）：A群溶血性レンサ球菌の菌体表面のトリプシン耐性T蛋白を用いた型別方法 

 

【 検査研究課 細菌担当 】 


